
 

講 演  

「スペイン語圏の児童書出版事情と各国の絵本」 

講 師  翻訳家 宇野和美氏 

歴史的不況の中、スペインでは児童書だけはここ５年売上が伸びています。またスペ

イン語圏では近年、国をこえて活躍する作家や画家が増えているそうです。ご自身が

手がけた絵本の翻訳の舞台裏にふれながら、スペイン語圏の子どもの本の今を語って

いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 日 時  ２０１２年９月２１日（金）１８：３０～２０：３０ 

★ 場 所  文京シビックセンター ５階会議室Ａ 

       交通：都営三田線・大江戸線「春日」、丸の内線「後楽園」 

ＪＲ「水道橋」 

★ 会 費  1,000円     

 

お申し込みは下記宛へ 

読書の会 

〒112－0011 文京区千石３－15－９－101 

e-mail: dokushonokai.annai@gmail.com 

ホームページ：http://dokusho-no-kai.lolipop.jp/ 

電話／FAX 03－3941－1541   

第 70 回 読書の会 お知らせ 

宇野和美（うの かずみ） 氏： 

東京外国語大学スペイン語学科卒業。出版社勤務を経て、スペイン語翻訳に携わる。38 歳

のときに３人の子を連れてバルセロナ自治大学大学院に留学。現在スペイン語圏の多様な

児童書・文学作品紹介に力を注ぐ。スペイン語の児童書専門店、ミランフ洋書店の店主で

あり、「日本ラテンアメリカ子どもと本の会(CLIJAL)」の発起人の一人として、在日のラ

テンアメリカの子どもたちに本を手渡す活動も行っている。訳書に『むこう岸には』（ほる

ぷ出版）、『ポインセチアはまほうの花』（光村教育図書）、『雨あがりのメデジン』（鈴木出

版）、『サラミスの兵士たち』（河出書房新社）など。 
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